
























1. 事例 1-----------------------------------------------------------24 















































































の自殺者数は 31,690 人であり、これは 4,000 人に約 1 人が自殺により命を失うという
ことを意味する。7）この数値は、国際的には先進国で韓国についで 2 位という高い自殺




















表 1 死因順位（第 3位まで）別にみた年齢階級別死亡数  平成 22年 （一部筆者省略）13） 
年齢階級  全 死 因 悪性新生物 心 疾 患 脳血管疾患 
総 数 1 197 012   353 499   189 360   123 461  
50～54  22 014   8 690   2 636   1 946  
55～59  39 326   17 815   4 674   3 185  
60～64  66 096   31 925   8 069   5 180  
65～69  83 087   39 677   10 232   6 615  
70～74  110 248   48 049   14 244   9 741  
75～79  163 088   60 681   23 432   16 421  
80～84  211 257   61 822   33 939   23 735  
85～89  207 287   44 223   37 908   24 831  
90～94  151 959   21 811   30 749   18 672  
95～99  75 386   6 996   15 541   8 541  




図 1 日本の人口ピラミッド（平成 21年 10月 1日現在） （一部筆者省略）14） 
 
一方、日本人の死因の第 3位は脳血管疾患である。脳血管疾患の累積生存率は、初回
発症から１か月後で 88.3％、3 年目では 61.4％である。そして、10 年後の時点では、

















































































































































































表 2 各専門職種とリハビリテーションの目的・対象・方法 


















































































































































































































図 2 私、自己、自分の関係 
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